








































Peiwu) 事件や，湖北省で明らかになった祥林 (She XiＡnglin) 事件，河北







































































































































































































































































































































































































































北京海淀 24 23 28 42 48 165
河南焦作 21 23 22 10 39 115
甘粛白銀 19 24 18 11 30 102









北京海淀 河南焦作 甘粛白銀 合計
人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合
年齢
N＝265
成 人 110 65 70 245 92.5％
未成年 7 11 2 20 7.5％
性別
N＝265
男 性 98 69 70 237 89.4％
女 性 19 7 2 28 10.6％
教育
N＝265
文盲者 0 3 8 11 4.2％
小学校 20 14 31 65 24.5％
初級中学校 67 48 22 137 51.7％
高級中学校 21 11 8 40 15.1％
大 学 9 0 3 12 4.5％
罪種
N＝265
財産犯 82 68 53 203 76.6％
対人犯罪 26 8 12 46 17.4％





























捜査官 弁護士 研究者 合計
185 32 40 257
四．第１段階：異なるパターンに対する被疑者の選択傾向と
決定要因の分析













































北京海淀 河南焦作 甘粛白銀 合計
弁護人立会
パターン
文盲者 0 0 0 0
小学校 5 5 7 17
初級中学校 9 15 8 32
高級中学校 6 1 4 11
大 学 4 0 0 4
合 計 24 21 19 64
録音パターン
文盲者 0 2 4 6
小学校 3 2 9 14
初級中学校 16 16 6 38
高級中学校 4 3 3 10
大 学 0 0 2 2
合 計 23 23 24 70
録画パターン
文盲者 0 1 3 4
小学校 4 5 9 18
初級中学校 15 14 4 33
高級中学校 6 2 1 9
大 学 3 0 1 4
合 計 28 22 18 68
伝統的
パターン
文盲者 0 0 1 1
小学校 8 2 6 16
初級中学校 27 3 4 34
高級中学校 5 5 0 10
大 学 2 0 0 2



















































































































































































































北京海淀 河南焦作 甘粛白銀 合計
弁護人立会
パターン
学 生 1 1 0 2
農 民 0 6 7 13
ブルーカラー 20 14 10 44
ホワイトカラー 3 0 2 5
合 計 24 21 19 64
録音パターン
学 生 0 0 0 0
農 民 0 7 3 10
ブルーカラー 20 15 20 55
ホワイトカラー 3 1 1 5
合 計 23 23 24 70
録画パターン
学 生 0 0 0 0
農 民 0 3 3 6
ブルーカラー 24 19 15 58
ホワイトカラー 4 0 0 4
合 計 28 22 18 68
伝統的
パターン
学 生 0 0 0 0
農 民 0 3 1 4
ブルーカラー 42 7 10 59
ホワイトカラー 0 0 0 0




































































































































































本地 外地 合計 本地 外地 合計 本地 外地 合計 本地 外地 合計
北京海淀 1 23 24 2 21 23 7 21 28 6 36 42
河南焦作 15 6 21 18 5 23 15 7 22 7 3 10
甘粛白銀 12 7 19 7 17 24 8 10 18 2 9 11





















































































北京海淀 河南焦作 甘粛白銀 合計
弁護人立会
パターン
知能犯罪 5 0 4 9
伝統的犯罪 5 13 8 26
暴力犯罪 10 8 5 23
その他 4 0 2 6
合 計 24 21 19 64
録音パターン
知能犯罪 3 0 1 4
伝統的犯罪 7 18 5 30
暴力犯罪 9 5 15 29
その他 4 0 3 7
合 計 23 23 24 70
録画パターン
知能犯罪 6 2 0 8
伝統的犯罪 9 11 8 28
暴力犯罪 11 7 10 28
その他 2 2 0 4
合 計 28 22 18 68
伝統的
パターン
知能犯罪 8 0 0 8
伝統的犯罪 14 9 2 25
暴力犯罪 11 1 1 13
その他 9 0 8 17













































































































































































































人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合
北京海淀
N＝9
5 55.6％ 2 22.2％ 2 22.2％ 0
河南焦作
N＝16
10 62.5％ 5 31.2％ 0 0 1 6.2％
甘粛白銀
N＝16
11 68.8％ 4 25％ 0 0 1 6.2％











人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合
北京海淀
N＝11
9 81.8％ 1 9.1％ 0 1 9.1％
河南焦作
N＝15
14 93.3％ 0 1 6.7％ 0
甘粛白銀
N＝12
7 58.3％ 0 0 1 8.3％ 4 33.4％

























































人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合
北京海淀
N＝15
8 53.3％ 0 5 33.3％ 2 13.4％ 0
河南焦作
N＝16
7 43.8％ 0 6 37.5％ 1 6.2％ 2 12.5％
甘粛白銀
N＝11
2 18.2％ 1 9.1％ 7 63.6％ 1 9.1％ 0











人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合
北京海淀
N＝35
10 28.6％ 1 2.8％ 3 8.6％ 20 57.2％ 1 2.8％
河南焦作
N＝
× × × × ×
甘粛白銀
N＝9
4 44.4％ 2 22.2％ 2 22.2％ 1 11.2％






































































































54(665) 法と政治 59巻 2号 (2008年 7月)
表12 新選択に影響を与える決定要因
決定要因 暴力犯罪 無罪主張 本地居住 高級中学校以上の教育レベル
人数及び割合
パターン
人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合
弁護人立会パターン 37 57.8％ 12 75％ 36 65.5％ 14 60.7％
録音パターン 6 9.4％ 2 12.5％ 9 16.4％ 3 13.1％
録画パターン 13 20.3％ 1 6.3％ 7 12.7％ 3 13.1％
伝統的パターン 8 12.5％ 1 6.3％ 3 5.4％ 3 13.1％

































































































































人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合
北京海淀 36 52.9％ 7 10.3％ 16 23.5％ 9 13.3％ 68 100％
河南焦作 33 70.2％ 1 2.1％ 13 27.7％ 0 0％ 47 100％










































































































法と政治 59巻 2号 (2008年 7月) 59(660)
表14 比較グループＢの被疑者による選択
パターン 弁護人立会パターン 録音パターン 録画パターン 伝統的パターン
人数及び割合
地域
人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合
北京海淀
N＝48
22 45.8％ 8 16.7％ 11 22.9％ 7 14.6％
河南焦作
N＝39
21 53.8％ 2 5.2％ 8 20.5％ 8 20.5％
甘粛白銀
N＝20
11 55％ 0 0％ 9 45％ 0 0％




































































60(659) 法と政治 59巻 2号 (2008年 7月)
表15 比較グループＢの選択決定要因
決定要因 暴力犯罪 無罪主張 本地居住 高級中学校以上の教育レベル
人数及び割合
パターン
人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合
弁護人立会パターン 21 46.7％ 5 55.6％ 16 53.3％ 13 59.1％
録音パターン 7 15.6％ 1 11.1％ 0 0％ 2 9.1％
録画パターン 9 20％ 2 22.2％ 8 26.7％ 3 13.6％
伝統的パターン 8 17.7％ 1 11.1％ 6 20％ 4 18.2％











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































法と政治 59巻 2号 (2008年 7月) 81(638)
(４) [訳注：本稿は，以下の報告書の翻訳である。樊崇・永忠「建立問犯罪嫌疑人
律在、音、像制度（）項目	告｣，樊崇・永忠主
『査問程序改
革研究』（中国人民公安大学出社，2007)，pp. 370．なお本実験については，山田
直子・賈子申「中国における警察段階での取調べ可視化実験」李刊刑事弁護54号（現代人
文社，2008)，pp. 154158 参照のこと｡]
